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阿
南
市
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け

る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
貢
献
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

幅
広
く
活
動
し
て
お
り
、
災
害
時
の

消
防
活
動
や
平
常
時
の
訓
練
、
点
検

を
精
一
杯
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
多

く
の
方
に
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で

す
。（
１
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員

数
は
１
２
1
５
人
）

　
１
月
19
日
、
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会

館
）
に
て
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
班
長
以
上
の
消
防
団
員
と

職
員
、
被
表
彰
者
、
来
賓
等
総
勢
５

１
０
人
が
参
加
し
、
市
民
の
安
全
と

安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
団

活
動
に
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
、

表
彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

本
哲
朗
・
東
條
拓
也
・
北
條
直
也

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
本
庄
　
峻
・

久
次
米
孝
浩
（
以
上
新
野
分
団
）
▼

和
渕
敦
浩
（
福
井
分
団
）
▼
撫
養
義

文
・
小
濱
勇
輝
・
助
田
　
空
・
山
田

寛
久
（
以
上
椿
分
団
）
▼
菱
垣
一

也
・
木
下
崇
史
・
小
松
弘
明
・
田
上

綾
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
栗
崎
彰

稔
・
本
田
祐
貴
・
橋
本
脩
平
・
岡
野

尚
人
・
田
神
大
揮
・
中
木
信
太
朗
・

尾
田
学
宣
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

【
功
績
賞
】

第
34
回
徳
島
県
消
防
操
法
大
会 

ポ
ン
プ
車
の
部　

優
勝

見
能
林
分
団
第
五
班

指
揮
者 

森
　
丈
司
・
１
番
員 

髙
見

進
矢
・
２
番
員 

青
木
孝
憲
・
３
番

員 

島
尾
遼
太
郎
・
４
番
員 

八
木
哲

也
・
補
助
員 

山
西
克
典

  

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

【
家
族
感
謝
状
】

▼
品
川
巳
佳
・
林
　
み
ね
子
・
松
原

節
子
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
清
本
ゆ

み
か
（
中
野
島
分
団
）
▼
近
藤
克
子

（
大
野
分
団
）
▼
川
﨑
和
美
（
見
能

林
分
団
）
▼
一
宇
八
恵
子
・
笹
松
香

奈
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
林
　
千
代

子
（
椿
分
団
）
▼
蘆
田
朱
美
・
西
野

葉
子
・
松
木
伸
夫
・
小
野
喜
代
子

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
後
藤
　
薫

（
羽
ノ
浦
分
団
）

  

阿
南
市
長
感
謝
状

  

阿
南
市
長
感
謝
状

【
家
族
感
謝
状
】

▼
清
田
朝
美
・
田
中
直
子
・
木
田
智

美
・
早
瀬
由
紀
子
（
以
上
富
岡
分

団
）
▼
荒
木
絢
子
（
中
野
島
分
団
）

▼
清
﨑
紗
代
（
長
生
分
団
）
▼
湯
浅

順
子
・
竹
内
真
由
美
・
片
山
万
奈
・

中
西
栄
子
・
亀
島
由
美
子
（
以
上
加

茂
谷
分
団
）
▼
吉
谷
和
子
・
和
渕
陽

子
・
森
野
こ
ず
恵
（
以
上
見
能
林
分

団
）
▼
山
田
俊
子
（
桑
野
分
団
）
▼

野
々
宮
知
枝
・
船
木
美
都
（
以
上
新

野
分
団
）
▼
桑
原
孝
茂
（
福
井
分

団
）
▼
阿
利
文
江
・
米
山
和
子
・
椋

本
　
愛
（
以
上
椿
分
団
）
▼
落
合

美
由
紀
（
那
賀
川
分
団
）
▼
鎌
田

あ
ゆ
み
・
福
岡
宏
子
（
以
上
羽
ノ

浦
分
団
）

  

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

【
防
犯
功
労
】

▼
福
井
分
団
▼
椿
分
団

  

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

【
年
間
無
火
災
】

▼
那
賀
川
分
団

問い合わせ　警防課　☎22ー3796

消防団員募集中！
「あなたの力が阿南市
　　 消防団には必要です！」

入団条件
●阿南市に居住し、または勤務する者
●年齢は18歳以上50歳以下であること
●�志操堅固、身体強健、品行方正であって団員たるに足ると
認められる者

市内各地に14分団、68班を設置し、「自分たちのまちは自
分たちで守る」という使命感で地域住民の生命、身体およ
び財産を守るため日々活躍し、また、地域コミュニティの
維持、振興にも大きな役割を
果たしています。ぜひ入団い
ただき、防災体制の充実・強
化にご協力ください。

       

▼
山
岡
　
諭
（
富
岡
分
団
）
▼
赤
井

義
樹
（
中
野
島
分
団
）
▼
武
市
篤
浩

（
宝
田
分
団
）
▼
清
﨑
達
史
（
長
生

分
団
）
▼
西
本
義
明
（
大
野
分
団
）

▼
竹
内
仁
志
・
中
田
恭
文
（
以
上
加

茂
谷
分
団
）
▼
杉
本
　
仁
・
横
手
善

仁
（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
小
池
隆

海
（
橘
分
団
）
▼
小
栗
博
志
（
桑
野

分
団
）
▼
庄
野
智
陽
・
阿
地
建
和

（
以
上
新
野
分
団
）▼
湯
浅
将
由（
福

井
分
団
）
▼
田
井
俊
広
（
椿
分
団
）

▼
中
村
祐
陽
・
落
合
正
一
（
以
上
那

賀
川
分
団
）
▼
七
條
隆
能
・
柴
田
篤

志
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）
▼
桑
田
祐

二
・
栗
本
正
英
（
以
上
消
防
本
部
）

 

  

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

▼
河
井
敏
文
（
加
茂
谷
分
団
）
▼
大

東
正
志
（
桑
野
分
団
）
▼
小
田
正
志

（
新
野
分
団
）
▼
西
條
　
洋
（
椿
分

団
）
▼
坪
井
威
程
（
那
賀
川
分
団
）

▼
岩
佐
洋
志
（
羽
ノ
浦
分
団
）

【
精
績
章
】

▼
岡
久
　
寛
（
富
岡
分
団
）
▼
澤
野

賢
次
（
中
野
島
分
団
）
▼
松
崎
浩
明

（
宝
田
分
団
）
▼
手
塚
康
博
（
長
生

分
団
）
▼
丸
山
紀
明
（
大
野
分
団
）

▼
中
西
伴
起
（
加
茂
谷
分
団
）
▼
横

手
善
仁
（
見
能
林
分
団
）
▼
中
西
貴

宣
（
橘
分
団
）
▼
田
村
正
樹
（
桑
野

分
団
）
▼
米
田
康
弘
（
新
野
分
団
）

▼
吉
崎
弘
明
（
福
井
分
団
）
▼
神
野

康
之
（
椿
分
団
）
▼
向
井
田
拓
哉
・

平
田
敬
二
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼

新
田
　
優
（
羽
ノ
浦
分
団
）

【
敢
闘
賞
】

第
30
回
全
国
消
防
操
法
大
会
出
場 

ポ
ン
プ
車
の
部

見
能
林
分
団
第
五
班

指
揮
者 

森  

丈
司
・
１
番
員 

髙
見

進
矢
・
２
番
員 

青
木
孝
憲
・
３
番

員 

島
尾
遼
太
郎
・
４
番
員 

八
木
哲

也
・
補
助
員 

山
西
克
典

  
阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
髙
島
紳
悟
・
祖
父
江
功
昌
・
吉
岡

龍
明
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
近
藤
　  

豊
・
武
岡
幸
宏
・
児
島
与
毅
（
以
上

中
野
島
分
団
）
▼
仁
木
啓
人
・
秋
本

将
亨
・
酒
部
宗
長
（
以
上
長
生
分

団
）
▼
岡
田
裕
二
・
藏
本
浩
一
・
原

怜
司
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
湯
浅
大

吾
・
住
友
彰
伸
・
湯
浅
翔
太
・
岩
田

力
也
・
山
上
展
也
・
北
内
貴
也
・
中

田
健
太
郎
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼

橋
本
　
聡
・
桝
井
啓
太
・
髙
島
北
斗

（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
工
藤
久

延
・
山
西
隆
児
（
以
上
桑
野
分
団
）

▼
福
田
忠
志
・
谷
村
佳
則
・
久
米
和

輝
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
馬
着
保

年
・
黒
川
昭
仁
（
以
上
福
井
分
団
）

▼
山
田
雅
宣
・
川
西
京
子
・
川
西
加

奈
子
・
高
瀬
裕
幸
（
以
上
椿
分
団
）

▼
大
住
　
真
・
江
口
幸
次
・
宮
本
優

輔
・
伊
勢
魁
貴
・
井
原
尚
人
（
以
上

那
賀
川
分
団
）
▼
岩
佐
美
紀
・
斎
藤

佑
也
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

  

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
績
章
】

▼
中
岡
泰
映
・
大
越
勝
仁
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
加
美
美
紀
・
今
川
由
佳

梨
・
浦
　
ゆ
り
・
赤
井
勝
太
郎
・
今

川
怜
哉
・
石
田
　
旭
（
以
上
中
野
島

分
団
）
▼
中
田
泰
仁
・
三
橋
　
彰
・

入
江
怜
生
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
西

山
芳
享
（
加
茂
谷
分
団
）
▼
田
浦
　

充
・
橋
田
　
優
・
森
　
克
也
・
田
渕

壮
樹
・
山
西
克
典
・
八
木
辰
也
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
鶴
岡
拓
哉
・
福

田
陸
雄
・
樫
詰
佳
典
（
以
上
橘
分

団
）
▼
安
永
　
聡
・
加
茂
　
淳
・
江

見能林分団第五班（２番員担当）
青木 孝憲

令和6年10月12日、宮城県仙台市
で開催された第30回全国消防操法
大会（ポンプ車の部）へ、徳島県代表
阿南市消防団見能林分団第五班２番
員として参加させていただきました。
この操法大会は２年ごとに開催され、
ポンプ車の部と小型ポンプの部があ
り、県大会で優勝した各部門のチー
ムが交互に全国大会への出場権を得
るため、全国大会への切符を獲得す
るチャンスは４年に一度となります。
今回、幸運にもその機会を手にするこ
とができました。
操法競技においては、各選手の俊敏
性、動作の正確性、士気の高揚、加え
て模擬消火のタイム等が審査対象と

なります。全国大会出場チー
ムの平均年齢が30歳前後の
チームが多い中、私たちは、平
均年齢47歳という布陣で大
会に挑みました。しかし、全国
の厚い壁を打ち破ることがで
きず、目標としていた上位入
賞を果たすことができず悔し
い思いもありますが、昨年の冬から選
手はもとより、サポートしていただい
た団員共々、チーム一丸となり訓練を
積み重ね頑張った結果、全国大会出
場の栄誉をいただいたことは一生の
財産となりました。
昨今、操法大会は不要とのご指摘が
ありますが、操法の訓練で培った技術
は、火災現場での消火活動において
役立つものと確信しています。

今後、全国大会で体験したことを、分
団の垣根なく広く伝え、近い将来、阿
南市消防団が全国のひのき舞台で優
勝する日が来ることを願う次第です。
結びにあたり、今回の全国大会出場
に際し、ご支援ならびに応援いただい
た全ての皆さまに心よりお礼申し上
げます。今後、阿南市が無災害の町
として発展していくことを祈念しつ
つ、私からの報告を閉じさせていた
だきます。

徳
島
県
知
事
表
彰

第30回 全国消防操法大会に参加して

片

令
和
７
年 

消
防
出
初
式


